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(Abstract)

The Isehara districtis geologically composed of the following five units.

1. Mountains composed of submarine volcanic sediments of Neogene Tertiary.

2. Isehara hills >

3. Isehara buried valley [･Pleistocene

4. Dissected fans I

5. Alluvial plane Holocene

The Pleistocene sediments of the area extremely predominate in volcanic materials derived

from Hakone volcano and Fuji volcano. All the area except the alluvial plana are covered with

the volcanic ach about 15―20m thick ot Fuji volcano. The permeability of gravel beds is relatively

small ranging from 5xlO"3 to 5xlO"4 cm/sec, because the considerable portion of the matrix of

beds is occupied with volcanic ash.
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Along the eastern foot of the Tanzawa mountains, a buried valley (130m depth),which is pro-

bably formed by the gradual depression of the basement rocks during the Quarternary age, is dis-

covered by means of drilling,electricprospecting and gravity survey. The Pleistocene sedimens of

the buried valley provide the area with water.

The chemistry of the ground water distinctlyreflectsthe individual environment of the above

geological units. The ground water discharged from the Tertiary mountains is high in pH (9-10),

chloride and sulfate, and poor in hydro-carbonates. The shallow water issuing from the volcanic

ash formation (Kanto loam formation) is rich in chloride, sulfate, and nitrate, and poor in hydro-

carbonates. Itis suggested that the volcanic ash is the major source ofinorganic materials including

chloride,sulfate,and nitrate. The deep water discharged from drillholes in the Pleistocene sediments

predominates in carbonate matters, possibly formed by decomposition of organic matters intercalated

in the sediments widely extending in the depths of the Isehara hillsand the buried valley.In the shallow

depth of the Alluvial plane are gravels, sand and clay intercalating considerable amount of humus.

Thus, the shallow water of the Alluvial plane becomes rich in hydro-carbonates. The systimatic

variationin the composition of ground water can be well explained in the (C1"+SO42") ―2CC>2 ―NO3"

diagram.

まえがき

　昭和44年に，伊勢原町の依頼を受け，伊勢原町の温泉，鉱泉，地下水について調査を実施した。

この報告書は伊勢原台地とその周辺の沖積低地の地質と地下水を主に扱ったものである。

　伊勢原町の南西に接する秦野市鶴巻温泉では昭和41年に41°Cの塩化カルシウムに富む温泉が発見

されて注目を浴びた。大山を中心にして発展してきた伊勢原町の観光に有力な効果を与える温泉が

伊勢原町にも期待されないだろうかと云う事で調査が計画された(図1)。

　伊勢原町には，この数年間幾つかの工揚が誘置され，昭和44年からは白根地区に”整備した工業

団地″の建設が始まっている。すでに伊勢原町に定着した工場では工業用水として多量の地下水が

利用されている。一方，住民の生活水準の向上に伴って，水需要も急激に増大し，この数年間，冬

期の渇水時には井戸水の枯渇が見られ，井戸の増くつがくりかえされるのが年中行事の一つにさえ

なっている。　町内のいたるところに井戸が掘られ，或る地域の井戸では水質が悪く飲料水にことか

く状況もいくつか知られている。

　伊勢原町の発展にとって水問題は一層重大な課題となるであろう。　今回の温泉，鉱泉の調査に際

して，地下水の基礎的調査を実施し県内水資源の適切な利用の一助とすることには大きな意義があ

ることと思う。
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　伊勢原台地付近の地形と地質

　伊勢原台地，沖積低地のような新らしい地質時代の地域の地質は，その地形によく表現されてい

る。そこで，本地域の地形を次のように区分し，その地質の説明をしょう。

　1.　基盤岩類（第三紀層)の山地

　2.　伊勢原台地

　3.　伊勢原埋没谷

　4.　扇状地

　5.沖積低地

　図２は本地域の地質図であり，図３はその地質断面図である。　図Aは資料として用いた深井戸の

地質柱状図である。台地や沖積低地の地下の状況を推定するために本地域の60ヶ所で電気探査を実

図１　東丹沢の温泉分布図



図２伊勢原付近の地質図

　　埋没段丘は貝塚，森山（1969）による



　　図３伊勢原付近の地質断面図

断面は図２のＡ－Ｂ，Ｃ－Ｄ，Ｅ－Ｆに沿うものである。



図4－ａ　　深井戸の地質柱状図

　　　　　　深井戸の分布は図５に記入してある。



図4－ｂ　　深井戸の地質柱状図

　　　　　　深井戸の分布は図５に記入してある。
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施し補助資料とした（図５）。本地域の基盤の構造を推定するために重力調査を行なっているので，

別項で詳細に述べる。

　基盤岩山地

　大山付近の基盤岩山地（丹沢層群）の地質については，別報に詳細に述べられているのでこi,で

は余り述べない（大山地区地質調査班,

1970）。

　岩石は緻密で堅く，地下水の湧出量は余り多くを期待できない。断層や破砕帯で良好な湧水を見

ることがある。基盤岩中の地下水はpHが高く9～10に達し，水温が25℃に達しないものでもメタ

珪酸を50mg/l

以上を含むものが多いので温泉法上の温泉として利用されている。七沢温泉，伊勢原

高部屋の温泉などがこれである。

　昭和44年11月大山で試掘された180mの孔井でも七沢などと同様の泉質の水が湧出した。孔口での

湧水圧は1

kg/cm2に達していたが，湧出量は多くなく,

40l/ｍin程度であった。七沢や大山でのボ

ーリング孔の電気検層では岩盤の比抵抗は100～20Ω－mを示し,岩脈,火山傑凝灰岩などでは高く，

凝灰岩では低い。

　基盤岩山地でも厚さ5～15ｍの新期ロームにおおわれているところが多く,

ローム層と基盤の境

界部に地下水が期待される。この浅い地下水は現在の山地の地形に大きく支配されているので，地

形を十分に考えに入れてローム中の地下水を利用する事が大切である。

伊勢原台地

　相模平野面より約15m高い台地の上に伊勢原の市街がのっている。このけ近の同様な台地を伊勢

原台地と呼ぼう。伊勢原台地は台地を構成するローム層の種類，平坦面の標高，侵食の程度によっ

て３平坦面に区分される。研究が進んでいる大磯丘陵や南関東の地形面と表１のように対比される

であろう。

　台地の表面は厚さ10～20mの新期ロ―ムによりおおわれているため，台地の地下の地質はボーリ

ングにたよるしかない。台地にある陸運工業の70mの井戸地質柱状図（図４）によれば,

ローム層

の下に厚さ数mの軽石，その下に17

mの砂層,

9

mの礫層があり，地表から60～67inの部分には貝

化石を含む粘土層が認められていて岩盤には達していない。伊勢原台地の中央に頭を出している八

幡台地は多分伊勢原面よりも古く，伊勢原面の形成時には，岡津古久から東富岡にかけて露出して

いる基盤岩の丘陵と同じく，残丘として地表に突出していたのであろう。八幡台では基盤（第三系）

は標高－10m付近にあるものと推定されるが，それについては今後の調査が必要である。　伊勢原面

の電探では地表から20～25mまでが25～50Ω－mでローム層に,

20～25mから60～100mまでが50～

80Ω－mでロ―ムや軽石片を多く含む砂樫層に対応しこの部分から地下水の採取が行なわれてい

る。60～100m以深では25～40Ω-mの低い比抵抗を示し，基盤岩類に相当するものと考えられる。

この報告で新期p

ームと称するのは，武蔵野ローム，立川p

ームを合せたものをいう。　古期ロームは多摩ロー

ム，下末吉=

－ムを指すものとする。



図５　電気探査実施地点と深井戸資料表の井戸分布図

　　表１　伊勢原付近の平坦面の区分と対比
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伊勢原埋没谷　伊勢原台地と丹沢山地にはさまれて巾2

kmの地溝状の谷が埋没していることが深井

戸の資料と電探の結果から推定される。　これを伊勢原埋没谷と呼ぶことにする。本地域の基盤岩類

の等深線図を描くと図６のような地形図となり，埋没谷の最も深い部分は標高約一90mにも達して

いる。埋没谷の基盤がこのように深い事は河川の侵食のみでは説明出来ない。谷の形成には地溝状

の凹地をつくる沈降運動があったと推定される（図６）。かつて，花井重次（1934）は丹沢東部階段

断屑の延長として小鮎川から玉川を経て伊勢原台地の西縁をなす崖に沿い南北に走る断層を地形的

に認め伊勢原mmと命名した。見上敬三（1962）は丹沢層群と愛川層群の境をなす牧馬一煤ヶ谷構

造線を明らかにした。花井の伊勢原断屑は見上の牧馬一煤ヶ谷構造線の南の延長であり，伊勢原断

川は伊勢原埋没谷の東縁をなす断層に相当する。

　鶴巻温泉から比々多，高部屋を径て七沢方面に延びる断層も推定され，東丹沢の温泉，鉱泉はこ

の断屑線に沿って湧出している。　電探においても，この断層線に沿う基盤の比抵抗が周囲より著し

く低く，断層の存在を略示しているものと考えられる。

　埋没谷の部分ではすでに10本以上の深井戸が掘さくされている。　地表から10～15mは新期p

－ム

又はローム質砂礫層，その下部に砂礫層，ところによってはシルト削が存在する。地表から40～50m

の部分に厚さ数ｍの軽石層が４ケ所の深井戸で見出されていて，その下位には再び砂練屑，シルト

屑が存在し基盤に到達する。全休にp

ーム質で，しばしば軽石の岩片が含まれるという。

　新抑卜－ム屑の下位にあるロ―ム混り砂傑屑の電探による比抵抗は台地のそれと余り変らず50～

80Ω－mであり，基盤部分は25～40

Ω－mの低い比抵抗を持つ。鶴巻温泉から比々多にいたる断屑

付近は10~20Ω－mであった。

　伊勢原台地下のロームや軽石を多量に含む砂姉層と川没谷推積物の下部の同様な地層とは水理学

的性質に大きな差異はなさそうであり，埋没谷の標高Ｏ～＋10mより深い部分は吉沢=･-ムや古沢

層に対比されるものと思われる。

扇状地　鈴川や日向川はそれらの扇状地を埋没谷堆積物の上に広げている。　これらの扇状地はすべ

て厚さ10～20mの新期ロームによっており:）れている。　ローム層の上叩は降下火山灰であるが，鈴

川や日向川が侵食した河床部分ではp

ーム混りの砂姉屑を観察する事が出来る。扇状地川積物と埋

没谷堆積物の境界は明瞭でない。　埋没谷中央付近での扇状地堆積物は30～40m,扇T貞部では40～50

mと推定している。　大ざっぱな区分としては，地表から深度40～50mの位置にある厚さ数ｍの軽石

漕までを埋没谷堆積物，その上位の砂姉層と新期p

ームを扇状地堆積物として，武蔵野ロ―ム立川

ローム期に対応させる。

沖積低地　伊勢原台地をとりまいて湿地帯が分布している。台地内に枝状にくいこんでいる小谷を

川めた低地はことに水はけの悪い湿地帯である。　伊勢原埋没谷では新期ロームにおりっれた扇状地

の末端が沖積層の下にもぐっている。　白根付近の工業団地造成工事の地質訓査資料で明瞭に認める
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